
 

がん化学療法レジメン整理番号          

がん化学療法レジメン（ 外来 ・ 入院 ）登録申請用紙 

記載日      年      月      日 

 

診療科 消化器内科        申請者 中村 拳 / 二神 生爾               

 新規治療法を行う際に、必要事項を記載し参考資料を添付の上、薬剤部・調剤室に提出してください。 

 なお、記載漏れ、参考資料の添付のないものに関しては受理できません。 

 外来での施行予定レジメンは、抗がん剤投与後は生食 50mL全開投与またはその他補液の投与をお

願いいたします。 

 

疾患名 胃がん                  （進行再発 / 術後補助 / 術前補助） 

療法名  mFOLFOX6             (14日間/サイクル 全 サイクル)  

施行開始予定日          年      月      日 

 薬品名 投与量 単位 希釈液 液量(mL) 投与時間（分） 投与経路 投与日 備考 

①  NS    50 全開 CVポート 1 フラッシュ 

②  デキサメタゾン 

パロノセトロン（ア

ロキシ） 

6.6 

0.75 

mg 

mg 

NS 50 15 CVポート 1  

③  オキサリプラチン

（エルプラット） 

85 mg/㎡ 5%TZ 250 120 CVポート １ レボホリナートと

同時 

④  レボホリナート 200 mg/㎡ 5%TZ 250 120 CVポート 1 オキサリプラチン

と同時 

⑤  フルオロウラシル 

(5-FU) 

400 mg/㎡ 5%TZ 50 全開投与 CVポート 1 ポンプと同時 

⑥ フルオロウラシル 

(5-FU) 

2400 mg/㎡ NS  46時間 CVポート 1-3 ボーラスと同時 

⑦ NSシリンジ    10×２   3 フラッシュ 

 

Ⅰ．投与に際しての注意事項 

 



 

Ⅱ．投与・休薬基準 (例：白血球≧２０００/mm3、好中球≧１０００/mm3) 

好中球数 ≧1,500、 血小板数 ≧75,000、 下痢・口内炎≦Gradel 

 

Ⅲ．減量基準 (例：Grade3以上の好中球減少時、次回より投与量を８０％に減量) 

以下の場合、20%減量 

Grade3の非血液毒性 

Grade4の血液毒性 

発熱性好中球減少症 

前のサイクルで Grade3の血小板減少 and/or 好中球減少 

 

Grade3以上の胃腸障害または grade3の手足症候群 → 5-FU 20%減量 

Grade2の心毒性 → 5-FU中止 

 

７日以上痛みが持続する末梢神経障害 → オキサリプラチン 20%減量 

２サイクル以上継続する末梢神経障害 → 次サイクルオキサリプラチン 50%減量 

Grade3の神経障害で中止 

 

Ⅳ．重大な副作用 (例：好中球減少 Grade3以上３７．５％) 

Grade3以上 

好中球減少 9.3%、貧血 2.3%、嘔吐 4.6%、下痢 2.3%、倦怠感 7.0%、食欲不振、神経障害 

2.3% 

 

添付参考資料（文献・ガイドライン・治験計画書・研究計画書） 

 Jpn J Clin Oncol. 2012 Aug;42(8):686-90.                                 

 Gastric Cancer. 2013 Jul;16(3):411-9.                                    

 

（以下輸液療法室記入欄） 

 登録受理日       年   月   日        登録承認日       年   月   日 

  日本医科大学武蔵小杉病院 

 


